
2023

No.792

3

川 上 宣 言

発
行

奈
良
県
川
上
村
／
編
集

川
上
村
広
報
編
集
委
員
会

〒
639
―

3594
　

奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
大
字
迫
1
3
3
5
番
地
の
7

T
E
L

0
7
4
6

－
5
2

－

0
1
1
1

令
和
５
年
3
月
10
日
発
行

ホー

ム
ペー

ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vill.kaw

akam
i.nara.jp

メー

ル
ア
ド
レ
ス

so
um

u@
vill.nara-kaw

akam
i.lg.jp

主な内容
協
力
隊
活
動
報
告
会
　
　
　
2
・
3

源
流
分
校
改
修
　
　
　
　
　
　
　
５

む
ら
の
求
人
情
報
　
　
　
　
　
　
13

ご
み
の
分
別
方
法
　
　
　
　
　
　
14

一
、
私
た
ち
川
上
は
、
都
市
や
平
野
部
の
人
た
ち
に
も
、
川

　
　
上
の
豊
か
な
自
然
の
価
値
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
え
る
よ

　
　
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

HAPPY BIRTHDAY

２月28日現在

人口総数 1,261人 （－2人）

　 男 599人 （－2人）

　 女 662人 （±0人）

世 帯 数 751世帯 （－1世帯）

２月中の異動

転　入　1人　　転　出　2人

出　生　0人　　死　亡　1人

堀谷　月那ちゃん
（3月25日）
3　歳

つき なほり

平井　梢絵ちゃん
（3月2日）
4　歳

関谷　瑞月ちゃん
（3月20日）
4　歳

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

毎
日
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
忙
し
い
月
那
ち
ゃ
ん
♪

こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
」

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
な
梢
絵
ち
ゃ
ん
、

４
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
」

「
毎
日
み
ー
ち
ゃ
ん
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
！

パ
パ
も
マ
マ
も
大
好
き
で
す
♡
」

川
上
宣
言
は
全
部
で
５
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

毎
号
１
項
目
ず
つ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（

）

　
体
長
の
６
倍
に
も
達
す
る
長
い
産
卵

管
が
馬
の
尻
尾
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
ハ
チ
で
、
５
月
頃
に
雑
木
林

で
み
ら
れ
る
。
樹
木
の
内
部
に
坑
道
を
つ

く
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
寄
生
す
る
た
め
に

産
卵
管
が
長
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
近
年
の

研
究
か
ら
ミ
ヤ
マ
カ
ミ
キ
リ
の
蛹
が
寄
主

で
あ
る
と
判
明
し
た
。
薪
割
り
を
し
て
い

る
昆
虫
が
穿
っ
た
坑
道
に
出
会
う
こ
と
が

少
な
く
な
い
が
、
親
指
ほ
ど
の
太
さ
の
坑

道
に
出
く
わ
し
た
と
き
は
要
注
意
。
そ

れ
が
ウ
マ
ノ
オ
バ
チ
に
寄
生
さ
れ
た
ミ
ヤ

マ
カ
ミ
キ
リ
の
蛹
だ
っ
た
場
合
、
昆
虫
が

苦
手
な
人
に
ト
ラ
ウ
マ
を
植
え
付
け
る
光

景
が
眼
前
に
広
が
る
。

ウ
マ
ノ
オ
バ
チ

たに ひら せき や み ずきい こず え
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令
和
４
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

令
和
４
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

令
和
４
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

令
和
４
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

　

２
月
25
日
（
土
）、
総
合
セ
ン
タ
ー

や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
４
年
度

川
上
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
平
成
21

年
に
創
設
さ
れ
た
総
務
省
の
地
域
支
援

制
度
の
一
環
で
、
地
域
に
移
住
し
、
住

民
と
交
流
を
行
い
な
が
ら
、
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
や
生
業
づ
く

り
、
い
わ
ゆ
る
〝
地
域
お
こ
し
〟
に
従

事
し
て
活
動
す
る
若
者
た
ち
で
、
６
千

人
以
上
の
隊
員
が
全
国
で
活
躍
し
て
い

ま
す
（
令
和
３
年
度
時
点
）。

　

本
村
で
も
平
成
25
年
か
ら
活
動
が
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
28
名
の
隊
員
が
川

上
村
で
活
動
し
『
か
わ
か
も
ん
』
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
足
達
雅
英
大

臣
官
房
審
議
官
（
総
務
省
）、
藤
井
純

一
奈
良
県
南
部
東
部
振
興
監
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
を
お
招
き
し
、
か
わ

か
も
ん
７
名
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
村
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を

報
告
し
、
ま
た
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
協
力
隊

Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
現
在
は
地
域
支
援
員
と

し
て
活
動
す
る
奥
田
絵
（
入
之
波
）
さ

ん
が
司
会
と
な
り
、
村
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

た
い
か
等
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　
村
は
今
後
も
ま
す
ま
す
こ
の
事
業
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。
新
た
な

「
か
わ
か
も
ん
」
が
皆
さ
ん
の
地
域
に

移
住
し
た
際
は
、
ぜ
ひ
話
し
か
け
て
村

の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
支
援
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▶
藤
井
純
一
奈
良
県
南
部
東
部
振
興
監

▶
足
達
雅
英
大
臣
官
房
審
議
官

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
力
隊
活
動
報
告
に
先
立
ち
、
足
達

大
臣
官
房
審
議
官
は
「
地
域
活
性
化
の

為
に
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の

忌き
た
ん憚
の
な
い
意
見
を
伺
う
貴
重
な
機
会

で
あ
る
。
我
々
も
一
緒
に
地
域
活
性
化

へ
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
寄
せ
る
期
待
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
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堂
谷　

孤
空
（
西　

河
）

「
木
工
品
や
家
具
の
製
作
」

島
﨑　

靖
章
（
枌　

尾
）

「
林
業
（
主
に
作
業
道
作
り
）」

後
藤　

佳
希
（
上
多
古
）

「
崩
れ
に
く
い
林
内
作
業
道
の
開
設
」

福
島　

彰
人
（
高　

原
）

「
林
業
・
作
業
道
開
設
」

髙
田　

彩
子
（
上
多
古
）

「
川
上
村
の
暮
ら
し
の
動
画
発
信
」

向
川　

智
己
（
東　

川
）

「
建
築
士
事
務
所
の
運
営
」

松
谷　

匠
（
白
川
渡
）

「
映
像
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
」

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
直
々
に
教
わ
り

春
は
山
菜
取
り
・
夏
は
魚
釣
り
な
ど
、

川
上
村
で
の
暮
ら
し
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
風
景
な
ど
の
撮

影
を
し
て
多
く
の
方
に
川
上
村
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
士
事
務
所
の
運
営
と
並
行
し

て
、
移
動
酒
場
や
廃
墟
を
映
画
館
に
変

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
て
い
ま

す
。　

　

東
川
で
の
作
業
道
開
設
と
並
行
し
て

吉
野
林
業
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。　

　

東
川
で
の
作
業
道
開
設
を
通
し
て
、

道
付
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
伐
採
や
集
材
の
知
識
も
習
得
し
て

い
ま
す
。

　

福
島
さ
ん
、
後
藤
さ
ん
と
と
も
に
東

川
で
の
作
業
道
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。　

　

西
河
に
自
身
の「
堂
谷
木
工
製
作
所
」

を
構
え
、
地
場
産
材
を
使
っ
た
木
工
品

家
具
製
作
と
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

かわかもんの活動かわかもんの活動かわかもんの活動かわかもんの活動
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金
剛
寺
（
神
之
谷
）
に
て
、
村
の
民

俗
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
朝

拝
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

南
朝
方
の
皇
子
で
あ
る
自
天
王
の
悲
運

の
最
期
を
偲
び
、
生
前
に
行
わ
れ
て
い

た
朝
賀
拝
礼
を
模
し
て
、
皇
子
の
遺
品

で
あ
る
兜
や
太
刀
を
拝
す
る
儀
式
で
、

５
６
６
年
間
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
一
般
観
覧
が
可

能
と
な
り
、
村
内
外
か
ら
１
０
０
名
を

超
え
る
見
学
者
が
訪
れ
、
注
目
度
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
儀
式
を
村
の
誇
り

と
し
て
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

き
ま
す
。

出
仕
人
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

小
南　

量
美
（
白
川
渡
）　 

庄
座

東
谷　

昌
也
（
東　
川
）

新
井　

聖
己
（
西　
河
）

阪
口　

備
規
（
大　
滝
）

中
平
木
由
造
（
寺　
尾
）

加
藤　
　

満
（
宮
の
平
）

津
本　

成
剛
（
井　
光
）

泉
岡
万
輝
男
（
下
多
古
）

㔟
渡　

正
丈
（
中　
奥
）

三
宅　

正
記
（
北
和
田
）

濵
田　
　

康
（
武　
木
）

松
井　

耕
一
（
上
多
古
）

周
防　

聖
名
（
入
之
波
）

※
庄
座
…
出
仕
人
の
う
ち
最
長
老　

　
　
　
　
の
こ
と

　

２
月
24
日
（
金
）、
川
上
村
は
北
九

州
市
立
大
学
地
域
創
生
学
群
と
の
地
域

振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
両
者
が
協
働
し
、
地
域

の
課
題
解
決
策
を
模
索
し
、
持
続
可
能

な
地
域
の
形
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

　
森
と
水
の
源
流
館　
源
流
の
森
シ
ア

タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
栗

山
村
長
、
内
田
晃
地
域
創
生
学
群
長
、

立
会
人
と
し
て
泉
谷
議
長
が
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ

ア
ー
で
来
村
し
た
学
生
が
取
り
組
み
の

模
様
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
川
上
村
の
課
題
解
決
を
目
的

と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
型
の
授
業
を

協
働
で
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
２
月
27
日
（
月
）
～
28
日
（
火
）
に

か
け
て
明
治
大
学
農
学
部
教
授
小
田
切

徳
美
氏
が
来
村
し
ま
し
た
。

　
小
田
切
教
授
は
、
令
和
３
年
度
よ
り

総
務
省
の
過
疎
問
題
懇
談
会
座
長
を
務

め
ら
れ
る
な
ど
過
疎
対
策
を
リ
ー
ド
す

る
有
識
者
の
１
人
で
す
。

　
か
わ
か
み
源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
、
か
わ
か
み
ら
い
ふ
や

森
と
水
の
源
流
館
等
を
視
察
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
を
目
指
し
て

―
過
疎
地
域
の
歩
む
道
―
と
題
し
て
勉

強
会
も
開
催
し
、
役
場
職
員
を
は
じ
め

村
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、
各
種
財
団
法

人
・
社
団
法
人
の
職
員
と
共
に
こ
れ
か

ら
の
過
疎
対
策
の
姿
を
学
び
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
と
協
働
で
進
め
る
水
源
地
の

村
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
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源
流
分
校
（
旧
東
小
学
校
）
は
、
平

成
22
年
に
大
阪
工
業
大
学
と
締
結
し
た

連
携
協
定
に
よ
り
、
環
境
教
育
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
大
学
と
連
携
し
な

が
ら
教
室
な
ど
の
改
修
を
進
め
て
き
ま

し
た
。こ
の
源
流
分
校
を
拠
点
と
し
て
、

大
学
生
等
が
川
上
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

環
境
学
習
や
学
術
研
究
、
人
材
育
成
等

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
新
た
な
改
修
と
し
て
、
１
階

の
職
員
室
を
簡
単
な
調
理
が
で
き
る

キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
み
ん
な
が
く
つ
ろ

ぎ
談
笑
で
き
る
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ

に
、
ま
た
、
放
送
室
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
確
保
し
宿
泊
が
で
き
る
よ
う
な
３
つ

の
個
室
に
改
修
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

川
上
の
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
と
な

り
ま
し
た
。
改
修
の
設
計
は
、
大
阪
工

業
大
学
建
築
学
科
の
学
生
が
現
地
を
調

査
し
、
提
案
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
自
ら
が
源
流
分
校
に
泊
り
込

み
、
床
板
を
張
る
な
ど
一
部
施
工
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
大
学
生
の
研
究
や
ゼ
ミ
な

ど
の
活
動
拠
点
だ
け
で
な
く
、
村
へ
移

住
を
考
え
て
い
る
方
が
村
に
宿
泊
し
田

舎
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
よ
う
な
お
試

し
住
宅
や
、
大
き
な
災
害
に
よ
り
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者
が

安
全
で
快
適
に
避
難
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
避
難
所
と
し
て
な
ど
有
効
利
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▶
学
生
も
作
業
に
励
み
ま
す

職員室がリビングダイニングに生まれ変わりました

避難所（個室）としても活用されます
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村
長
コ
ラ
ム

　

先
月
号
に
続
い
て
吉
野
杉
の

〝
登
場
〟
で
す
。
川
上
産
吉
野
杉

が
「
免
疫
力
を
き
た
え
る
効
果
あ

り
」
と
言
う
耳
よ
り
な
話
し
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
三
人
で
の
会
話

「
鼎
談
（
て
い
だ
ん
）」
の
席
で
あ

り
ま
す
。

　
奈
良
医
大
に
て
１
月
30
日
、
そ

の
鼎
談
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
細
井
奈
良
医
大
学
長
、
井

村
社
長
（
株
式
会
社
イ
ム
ラ
）
と

私
で
あ
り
ま
す
。い
ま
社
会
で
は
、

官
民
や
産
官
学
な
ど
の
連
携
事
業

が
さ
か
ん
で
、
地
域
創
生
や
循
環

型
社
会
の
構
築
に
あ
た
り
、
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
は
、
某
出
版
社
に

よ
る
も
の
で
、
奈
良
医
大
が
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
Ｍ
Ｂ
Ｔ
学

（
医
学
的
知
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
）を
も
っ
て
、木
材（
吉
野
杉
）

が
人
々
の
心
身
や
暮
ら
し
に
ど
の

よ
う
な
効
能
が
あ
る
の
か
否
か
を

研
究
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
医
大

側
と
長
年
に
わ
た
り
川
上
産
吉
野

杉
で
住
宅
建
築
を
数
多
く
手
掛
け

て
い
る
株
式
会
社
イ
ム
ラ
の
井
村

社
長
と
私
に
よ
る
鼎
談
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
い
ず
れ
雑
誌
で

詳
し
く
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
が
、
今
回
フ
ラ
イ
ン
グ
的
に

内
容
に
触
れ
ま
し
た
。
驚
き
の
結

果
が
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
我
が

村
の
吉
野
杉
に
「
免
疫
力
を
き
た

え
る
」
と
言
う
特
性
が
あ
る
、
と

す
る
奈
良
医
大
の
伊
藤
利
洋
教
授

ら
免
疫
学
を
研
究
し
て
い
る
先
生

た
ち
の
研
究
成
果
で
あ
り
ま
す
。

吉
野
杉
の
効
能
が
医
学
的
見
地
か

ら
証
明
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
構
築
は
、
林
業

そ
の
も
の
で
す
。
国
土
保
全
の
使

命
も
備
え
、
木
を
植
え
る
、
育
て

る
、
収
穫
す
る
、
利
活
用
す
る
、

ま
た
植
え
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
が

持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
と
確

信
し
ま
す
。
林
材
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
の
挑

戦
は
続
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
へ

さ
ら
に
、
前
へ

さ
ら
に
、
前
へ

川上村議会議員選挙
　　　立候補予定者説明会

　川上村議会議員の任期が令和５年４月30日
で満了することに伴い、本年４月23日（日）
に川上村議会議員選挙が執行される予定となり
ました。
　これに先立ち、川上村議会議員選挙に立候補
を予定されている人に対して、立候補届出等に
関する説明会を開催します。

川上村議会議員選挙
立候補予定者説明会

　と　き　３月24日（金）
　じかん　午前 10時～
　ところ　役場２階　第一会議室

　【問い合わせ先】　
　　選挙管理委員会事務局　℡　52-0111

　任期満了による奈良県知事選挙が３月23日
に、奈良県議会議員選挙が３月31日に告示さ
れ、両選挙とも４月９日(日)に投票が行われる
予定です。
　投票日の当日に行けない方は、下記の日程で
期日前投票をすることができます。

〇奈良県知事選挙（告示日：３月23日）　
　３月24日(金)～４月８日(土)
〇奈良県議会議員選挙（告示日：３月31日）
　４月１日(土)～４月８日(土)

ところ　役場１階　書籍室
じかん　午前８時30分～午後８時
【問い合わせ先】

選挙管理委員会事務局　℡　52-0111

奈良県知事選挙
　　　奈良県議会議員選挙
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【
１
月
29
日　
「
冬
の
絶
景
！
凍
る
滝
を

見
に
行
こ
う　

御
船
の
滝
・
氷
瀑
」】

　
積
雪
30
㎝
ほ
ど
の
雪
道
を
１
時
間
歩

い
て
氷
瀑
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
凍
っ

た
滝
は
圧
巻
。
参
加
者
か
ら
は
「
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
ひ
と
め
ぐ
り
か
わ
か
み
」

【
２
月
４
～
５
日　
「
受
け
継
が
れ
る
こ

こ
ろ　

後
南
朝
の
歴
史
を
体
感
」】

　
第
５
６
６
回
と
な
る
御
朝
拝
式
の
前

日
に
、
川
上
村
朝
拝
式
保
存
会
の
下
西

総
代
長
、
春
増
監
事
を
お
招
き
し
て
後

南
朝
お
よ
び
御
朝
拝
式
に
関
す
る
ミ
ニ

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
翌
日
は
御
朝

拝
式
を
見
学
に
。「
川
上
村
の
方
々
よ

り
直
接
お
話
を
聞
け
た
の
が
良
か
っ

た
」「
当
日
の
朝
拝
式
が
よ
り
深
く
理

解
で
き
た
」
と
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ひとめぐりかわかみ　ロゴができました！

　「ひとめぐり　かわかみ」には、
水が森、川、海を循環する「ひとめぐり」
川上村内をぐるりと巡る「ひとめぐり」
村の四季を体感する「ひとめぐり」
村の人々に出会う「人めぐり」
という意味が込められています。

川上村の魅力、山・川・空・
吉野杉・ヤマブキ・ヤマガ
ラ・あまご・四季（桜・青
葉・紅葉・雪）・人がちり
ばめられています。

募
集
中
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

奥
吉
野
の
桜
を
満
喫　

お
花
見
パ
ッ
ク

ラ
フ
ト

４
月
29
日
（
土
・
祝
）

昆
虫
マ
ス
タ
ー
古
山
さ
ん
と
「
光
に
集

ま
る
春
の
虫
」
を
調
べ
よ
う

４
月
30
日
（
日
）・
５
月
14
日
（
日
）

奥
吉
野
の
お
寺
で
「
瞑
想
」
と
「
写
経
」

を
体
験

５
月
４
日
（
木
・
祝
）

ぐ
る
ぐ
る
ア
ー
ト
な
新
芽　

新
緑
の
シ

ダ
植
物
観
察
会
＠
匠
の
聚

５
月
13
日
（
土
）

出
口
フ
ァ
ー
ム
の
農
業
入
門
①　
茶
摘

み
体
験
！
～
で
き
た
て
の
お
茶
を
味
わ

お
う
～

５
月
28
日
（
日
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
①　
ア
カ
シ
ョ

ウ
ビ
ン
の
声
を
聴
こ
う

５
月
28
日
（
日
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
②　
「
渓
流
の

忍
者
」
カ
ワ
ガ
ラ
ス
を
探
そ
う

※
詳
し
く
は
折
込
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

か
わ
か
み
源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
２・０
３
３
３

営
業
時
間　
９
時
～
17
時（
水
曜
定
休
）
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森と水の源流館だより
TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

March, 2023　vol.244

川上村の名所・旧跡　其の八十二
　「小倉橋（東川）」…吉野町国栖から川上村に入ると、吉野川に架かるレ
トロな雰囲気の鉄橋が目に入ります。これは昭和11（1936）年に架橋され
た小倉橋です。今はひっそりとしていますが、五社トンネルができるまで
自動車が通行できるこの橋は多くの人が行き来していました。川上村の近
代化を支えた遺産の一つです。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
頭
数
調
査

　
川
上
村
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

頭
数
を
推
定
す
る
た
め
に
糞
を
ひ
た
す

ら
数
え
て
い
ま
す
と
、
約
１
年
前
の
森

と
水
の
源
流
館
だ
よ
り
に
書
い
た
の
で

す
が
、
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
調

査
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
広
報
か
わ
か
み
２
０
２
２
年

１
月
号
を
手
元
に
出
し
て
き
て
い
た
だ

く
か
、
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

さ
れ
て
い
る
の
を
読
み
返
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
時
の
調
査
で
は
天
然
林

で
あ
る
水
源
地
の
森
、
水
源
地
の
森
の

近
く
の
40
～
60
年
生
の
人
工
林
、
高
原

の
１
０
０
年
生
以
上
の
人
工
林
、
伯
母

谷
の
集
落
周
辺
、
白
屋
の
集
落
跡
地
の

５
箇
所
を
調
べ
ま
し
た
。
数
え
た
糞
を

計
算
式
に
入
れ
て
み
る
と
１
㎢
あ
た
り

7.2
～
7.8
頭
と
い
う
密
度
と
な
り
、
村
内

に
約
２
０
０
０
頭
が
生
息
し
て
い
る
と

推
定
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
被
害
が
顕
著
な
大
台
ケ
原
と
同
じ
く

ら
い
で
す
。
毎
年
５
０
０
頭
前
後
が
捕

獲
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
計

算
を
間
違
え
た
の
か
と
疑
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
白
屋
の
集
落
跡
地
は
棲
み

か
・
ね
ぐ
ら
に
な
っ
て
い
て
こ
れ
よ
り

多
く
、
村
内
に
生
息
す
る
全
頭
が
集
結

し
て
い
る
の
で
は
⁉
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
数
値
で
す
。
森
の
中
で
は
下
層
植

生
（
次
の
世
代
を
担
う
木
の
苗
な
ど
）

が
生
え
て
こ
な
い
、
畑
の
作
物
や
花
壇

の
草
花
を
食
い
荒
ら
さ
れ
る
、
交
通
事

故
が
増
え
る
な
ど
、
皆
さ
ん
も
感
じ
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
実
際
に
ど
の
辺
り
に
出
没
し

て
い
る
の
か
、
川
上
村
自
然
観
察
研
究

会
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
集

落
周
辺
と
集
落
跡
地
を
ま
わ
っ
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
伯
母
谷
の
空
き
家
の
庭

先
に
約
20
箇
所
の
糞
塊
が
あ
っ
た
り
、
道

端
に
も
何
箇
所
も
糞
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
落
ち

て
い
た
り
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
糞
も
多
く
落
ち
て
い
ま
し
た
。
白
屋

の
屋
敷
跡
、
未
来
へ
の
風
景
づ
く
り
の
１

区
画
あ
た
り
20
～
30
箇
所
の
糞
塊
が
あ
り

ま
し
た
。
ス
ス
キ
の
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
よ
く
観
察
す
る
と
踏
み
固
め
ら
れ
た
通

り
道
が
見
ら
れ
、
石
垣
の
根
石
の
そ
ば
の

風
が
あ
た
ら
な
い
辺
り
で
寝
床
に
し
て
い

た
の
か
ま
と
ま
っ
た
草
の
倒
状
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
キ
ツ
ネ
や
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
痕
跡
も
あ
り

ま
し
た
。
未
来
へ
の
風
景
づ

く
り
の
一
角
に
当
館
が
管
理

す
る
見
本
園
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
し
っ
か
り
と
防
鹿
柵

で
囲
ん
で
あ
る
の
で
す
が
、

糞
塊
に
足
跡
に
食
痕
と
侵
入

さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
ま
し

た
。
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。

　

な
か
な
か
川
上
村
の
獣

害
、
と
く
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
被
害
の
全
容
が
分
か
る

ま
で
に
は
至
ら
ず
、
豊
か
な

森
や
川
を
保
全
し
、
共
生
し

て
い
く
た
め
に
は
継
続
し
て

調
査
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。

▶
矢
印
の
場
所
に
糞
が
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
撮
影
地
：
伯
母
谷
）
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　好きな本を持ち寄って、その一節を５分以内で朗読します。
読んで、聞いて、おすすめの本の魅力を伝えあいましょう。み
んなで味わえばより深い本の世界が広がるかも。聞くだけの参
加も大歓迎です。ぜひお気軽にお申込みください。
と　き　３月17日（金）　午後６時～７時半
　　　　　　　　　　　　（終了時刻多少の変更あり）
ところ　川上村立図書館
参加費　無料
持ち物　お好きな本１冊（図書館の本でも私物でも可）
申　込　村立図書館

図書館DEトーク「朗読会」　※開始時間を変更しました

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

３
月

４
月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

来館時のマスク着用・手指の消毒
にご協力ください。
【問い合わせ先】

村立図書館　℡ ５２－０１４４

　図書館開館20周年を記念して作成中の「川上村の“ええとこ”かるた」。村内だけでなく県外から
も素敵な作品が寄せられています。川上村の自然・歴史・暮らしなど、あなたの思う“ええとこ”を
テーマにかるたの読み札を考えてみませんか。詳しくは図書館までお問い合わせいただくか、かわ
かみらいふ・森と水の源流館・源流ツーリズムに設置のチラシをご覧ください。図書館のホームペー
ジからチラシをダウンロードすることもできます。

「川上村の “ええとこ ”かるた」読み札募集中！

村立図書館の村立図書館の
新たな歴史をみなさまと新たな歴史をみなさまと
　本年度の図書館だよりでは「本と共にふり返る図書館の
20年」を通して、開館からの図書館の歩みを振り返りま
した。また、「あなたの図書館エピソード」にもさまざま
な思いを綴っていただきました。来年度からもみなさまと
共に、新たな図書館の歴史をかたち作っていきたいと願っ
ています。メッセージを寄せてくださったみなさま、あり
がとうございました。

　かねてより特別貸出を継続してきましたが、３月１日（水）より通常貸出に戻っています。
本５冊・ＤＶＤ１本、どちらも２週間の貸出となっておりますのでご了承ください。

貸出数・貸出期間について
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〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

14
㈫

予
餞
会

卒
業
式
準
備

15
㈬

子
供
見
守
隊
立
哨
指
導

第
41
回
卒
業
式

16
㈭

公
立
入
試
合
格
発
表

17
㈮

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
旧
役
員
会

21
㈫

祝
日　

春
分
の
日

22
㈬

給
食
終
了
・
大
掃
除

23
㈭

第
20
回
卒
業
式

24
㈮
３
学
期
終
業
式
併
せ
て
令
和
４
年
度
修
了
式

25
㈯

春
期
休
業
（
４
月
５
日
ま
で
）

陸
上
記
録
会

26
㈰

陸
上
記
録
会

31
㈮

教
職
員
人
事
異
動

４
月　

卯
月
（
う
づ
き
）

３
㈪

年
度
始
め
小
中
運
営
委
員
会

４
㈫

職
員
会
議
・
職
員
作
業

５
㈬

職
員
会
議
・
職
員
作
業

６
㈭

令
和
５
年
度
始
業
式

10
㈪

小
中
合
同
入
学
式

教
育
か
わ
か
み

第
122
回
教
育
長
通
信

◇
「
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
て
」

　
来
年
１
月
の
完
成
に
向
け
て
、
着
々

と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
本

体
工
事
は
基
礎
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
上
部
躯
体
工
事
へ
と
進
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
と
プ
ー
ル
改
修

工
事
は
本
年
３
月
末
の
完
成
を
目
指

し
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。
大
型
機
械
や
ダ
ン
プ
カ
ー
等
の
出

入
り
が
本
格
化
し
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◇
第
５
６
６
回
御
朝
拝
式

　
～
３
年
ぶ
り
に
正
式
式
典
で
～

　
２
月
５
日
（
日
）
10
時
よ
り
、
金
剛

寺
境
内
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
小

康
状
態
で
あ
る
こ
と
と
戸
外
中
心
の
式

典
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
年
は
参
加
者
の

制
限
は
せ
ず
、
感
染
防
止
の
基
本
的
な

心
得
を
遵
守
し
て
参
加
し
て
頂
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
村
の
源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
企
画
「
ひ
と
め
ぐ
り
か
わ
か
み
ツ

ア
ー
」
に
参
加
し
、
前
日
ホ
テ
ル
杉
の

湯
に
宿
泊
し
て
保
存
会
会
長
の
御
朝
拝

に
関
す
る
講
演
を
聴
い
た
方
々
も
加
わ

り
、
久
々
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
村
内
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
華
音
の
「
あ
あ
後

南
朝
」
の
献
歌
も
式
典
に
華
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
御
朝
拝
式
に
は
珍
し
く

暖
か
な
日
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
も
春
の

一
日
を
心
地
よ
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

◇
子
供
見
守
隊
玄
関
前
立
哨
指
導

～
今
年
度
も
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
～

　
日
頃
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い

お
心
遣
い
を
い
た
だ
き
、
子
供
達
が
安

心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
３
月
・
４
月
の
学
校
の
動
き
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川上小学校の様子今、学校で今、学校で

○
な
か
ま
集
会

　

１
月
17
日
（
火
）、
授
業
前

の
時
間
に
、
な
か
ま
集
会
を
行

い
ま
し
た
。
事
務
の
宮
本
先
生

が
、
お
休
み
の
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
お
ら
れ

る
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
つ
い

て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
子
ど
も
た

ち
の
好
奇
心
や
探
求
心
に
こ
た

え
る
活
動
を
通
し
て
、
心
身
と

も
に
健
全
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
世
界
的
な

教
育
運
動
で
す
。

  

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
と
て

も
興
味
深
い
活
動
で
、
自
分
た

ち
も
何
か
し
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

○
郡
図
工
・
美
術
公
開
授
業

　

１
月
30
日
（
月
）、
細
川
先
生
が
吉

野
郡
図
工
・
美
術
研
究
会
の
公
開
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
郡
内
の
各
校
か
ら
先

生
方
が
参
観
に
来
ら
れ
、
５・
６
年
生

の
図
工
の
授
業
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
子
ど
も
達
は
、
お
互
い
の
絵
を
鑑
賞

し
合
い
、
作
品
に
つ
い
て
の
考
え
を
深

め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
遊
び
の
日

　
２
月
７
日
（
火
）
は
、
月
に
１
回
の

遊
び
の
日
で
し
た
。
全
校
児
童
が
集

ま
っ
て
、
お
昼
休
み
と
掃
除
の
時
間
を

使
っ
て
約
40
分
間
遊
び
ま
す
。

　
玉
入
れ
、
借
り
人
競
走
、
綱
引
き
を

行
い
、
み
ん
な
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
２
月
11
日
（
土
・
祝
）
の
６
時
間
目

に
し
ず
く
の
会
の
皆
様
に
、
お
話
会
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月

18
日
（
水
）
は
、
授
業
前
の
時
間
に
、

村
立
図
書
館
の
司
書
さ
ん
に
、
ミ
ニ
お

話
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
達
は
夢
中
に
な
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

○
感
謝
集
会

　

２
月
24
日
（
金
）、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
、
校
務
員
さ
ん
、
給
食
調

理
員
さ
ん
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
士
さ

ん
に
、感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

〇
お
話
会
・
ミ
ニ
お
話
会
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～
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
ち
ょ
っ
と
失
礼
し
ま
す
！
～

◆
実
践
報
告
が
つ
な
ぐ
！
活
動
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

in
月
ヶ
瀬

　
先
日
、
社
協
の
上
村
さ
ん
に
連
れ
ら

れ
て
、
高
原
健
康
作
り
の
会
の
活
動
紹

介
の
た
め
、
代
表
の
山
谷
悟
子
さ
ん
と

奈
良
市
月
ケ
瀬
地
区
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
梅
の
見
頃
に
は
少
し
早
か
っ
た
の

で
す
が
、
い
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
月
ケ
瀬
の
お
い
し
い
お
茶
を
い
た

だ
き
、
い
よ
い
よ
報
告
ス
タ
ー
ト
！

　
民
生
委
員
や
自
治
会
役
員
、
教
育
関

係
の
方
な
ど
20
人
ほ
ど
が
集
ま
ら
れ
ま

し
た
。
地
道
な
健
康
づ
く
り
活
動
を
仲

間
と
と
も
に
コ
ツ
コ
ツ
と
重
ね
て
こ
ら

れ
た
こ
と
や
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
や

お
泊
り
会
、
カ
フ
ェ
な
ど
幅
広
い
活
動

内
容
に
、
会
場
の
熱
も
上
が
り
ま
す
。

活
動
の
原
点
と
な
る
山
谷
さ
ん
の
介
護

体
験
談
に
は
、
会
場
全
体
が
心
打
た
れ

ま
し
た
。
飾
ら
な
い
語
り
口
に
、
笑
っ

た
り
涙
し
た
り
。
今
度
は
川
上
村
に

行
っ
て
み
た
い
！
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
企
画
者
の
奈
良
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
方
は
、
昨
夏
開
か
れ
た
県
の
大
会
で

の
山
谷
さ
ん
の
報
告
を
、
ぜ
ひ
月
ケ
瀬

の
み
ん
な
に
も
知
ら
せ
た
い
！
と
思
わ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聴
い
て
、
わ

た
し
は
「
村
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
自

慢
で
き
る
人
物
や
活
動
が
あ
る
な
ー
。

ま
だ
わ
た
し
の
知
ら
な
い
お
宝
が
い
っ

ぱ
い
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。「
こ
ん

な
人
い
る
よ
！
」と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
、
川
上
村
の
お
宝
発
掘
、
自
慢

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
無
事
１
年
間

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
３
月
末
で

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
る
向
川
で
す
。

４
月
以
降
も
東
川
で
生
活
を
続
け
な
が

ら
、
地
域
活
動
も
継
続
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、「
か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
」
の

私
の
投
稿
が
今
回
で
最
後
な
の
で
、
協

力
隊
３
年
間
の
振
り
返
り
と
、
４
月
以

降
の
事
に
つ
い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
に
と
っ
て
協
力
隊
は
、「
や
り
た

い
事
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
３
年
間
」
で

し
た
。
村
に
貢
献
し
た
い
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
隠
れ
た
魅
力
あ
る
地

域
資
源
が
、
ま
だ
ま
だ
村
に
は
あ
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
。
気
が
付
け
ば
色
々
な

事
に
手
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
時
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

「
建
築
士
事
務
所
の
開
設
」
を
活
動
の

中
で
実
現
さ
せ
る
事
が
で
き
、
そ
こ
か

ら
、
空
き
家
改
修
事
業
に
も
関
わ
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
２
件
の
改
修

を
完
了
し
、
現
在
、
３
件
目
の
工
事
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
夢
を
実
現
し
、
新
た
な
夢
が
で
き
た
」

３
年
間
で
あ
っ
た
訳
で
す
。

　
４
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
事

務
所
の
運
営
に
加
え
、
映
画
鑑
賞
会
＋

酒
場
を
開
催
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
壁
は
無
く
三
方
吹
き
曝
し
の
割

り
箸
工
場
跡
を
お
借
り
し
、
ス
ク
リ
ー

ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
映
画

を
観
れ
る
様
に
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
場
を
、
廃
墟
映
画
館
「
東
川
ノ
イ

マ
」
と
名
付
け
、
昔
懐
か
し
の
映
画
、

あ
る
い
は
川
上
村
記
録
映
像
な
ど
、
地

域
内
外
の
方
々
が
寄
り
集
ま
っ
て
楽
し

め
る
場
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
先
ず
は
身
近
な
東
川
に
、
若
者
目
線

で
の
「
面
白
い
」
場
を
創
っ
て
、
村
外

の
同
世
代
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
。
そ
し
て
何
よ
り
川
上
で
の
生
活

を
、
自
分
が
楽
し
み
続
け
ら
れ
る
様
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
見
か
け
の
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
向
川　
智
己
（
東
川
）
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今
月
号
よ
り
、
村
内
の
求
人
情
報

を
隔
月
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

株
式
会
社　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
，
ｓ

❶
ヤ
マ
ザ
キ
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
ビ
ニ
ス　

　

タ
ッ
フ
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
）

　

⒈
接
客
・
レ
ジ
・
品
出
し
・
検
品

　

⒉
店
内
で
焼
き
た
て
パ
ン
製
造

❷
５
人

❸
⒈
時
給
９
０
０
円

　

⒉
時
給
１
０
０
０
円

❹
７
時
～
19
時
の
内
の
５
時
間
～

　

週
３
日
～

※
パ
ン
製
造
は
５
時
～

❺
短
時
間
労
働
も
可
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❻
株
式
会
社
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
，ｓ

　

℡
０
７
４
４
‐
２
２
‐
４
３
９
０

❶
調
理
師
ま
た
は
調
理
師
見
習

　
（
正
社
員
）

❷
２
人

❸
月
給
15
万
７
６
０
０
円
～

【
各
番
号
に
つ
い
て
】

➊
職
種　
　
　
　
➍
勤
務
形
態

➋
募
集
人
員　
　
➎
そ
の
他

➌
賃
金　
　
　
　
➏
問
い
合
わ
せ
先

求
人
情
報
募
集

《
次
回
掲
載 

広
報
５
月
号
》

　

村
で
は
、
村
内
事
業
者
の
求
人
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

事
業
協
同
組
合
か
わ
か
み
ワ
ー
ク

　

℡
０
７
４
６
・５
８
・７
２
５
６

ま
た
は

役
場
く
ら
し
定
住
課

　

℡
０
７
４
６
・５
２
・０
１
１
１

一
般
財
団
法
人　

　

か
わ
か
み
源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム

む
ら
の
求
人
情
報

む
ら
の
求
人
情
報

む
ら
の
求
人
情
報

む
ら
の
求
人
情
報

❹
７
時
～
20
時
の
内
の
８
時
間
～

　

週
５
～
６
日

❺
40
歳
以
下
。
初
心
者
可
。
住
み
込
み
寮
あ

り
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
フ
ロ
ン
ト
・
事
務
（
正
社
員
）

❷
２
人

❸
月
給
15
万
６
３
０
０
円
～

❹
７
時
30
分
～
20
時
30
分
の
内
の

　

７
時
間
30
分　

週
５
～
６
日

❺
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
接
客
ス
タ
ッ
フ
（
パ
ー
ト
）

❷
２
人

❸
時
給
９
０
０
円
～

　
（
土
日
祝
50
円
ア
ッ
プ
）

❹
７
時
～
21
時
の
内
の
７
時
間
30
分　

　

週
５
～
６
日

❺
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
（
清
掃
・
食
器
洗
い
）

パ
ー
ト

❷
１
人

❸
時
給
９
０
０
円
～

　
（
土
日
祝
50
円
ア
ッ
プ
）

❹
９
時
～
21
時
の
内
の
７
時
間
30
分　

　

週
５
～
６
日

❺
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❻
ホ
テ
ル
杉
の
湯

　

℡
０
７
４
６
‐
５
２
‐
０
０
０
６

❶
そ
う
め
ん
製
造
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
）

❷
２
人

❸
時
給
１
０
０
０
円

❹
⒈　

８
時
～
16
時

　

⒉　

８
時
～
12
時

　

⒊　

13
時
～
16
時

　

い
ず
れ
も
週
２
～
３
日

❺
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❻
貝
谷
製
麺
所

　

℡
０
７
４
６
‐
５
２
‐
０
５
５
０

❶
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
（
正
社
員
）

　
（
組
合
員
事
業
所
の
業
務
に
従
事
す
る

　

派
遣
職
員
）

❷
３
人

❸
月
給
18
万
円

❹
フ
ル
タ
イ
ム
（
週
40
時
間
）

　

派
遣
先
事
業
所
に
よ
り
就
業
時
間
等
は

　

異
な
り
ま
す

　

年
間
２
つ
以
上
の
事
業
所
勤
務

❺
村
内
の
様
々
な
業
種
の
求
人
を
組
み
合
わ

せ
て
の
派
遣
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❻
事
業
協
同
組
合
か
わ
か
み
ワ
ー
ク

　

℡
０
７
４
６
‐
５
８
‐
７
２
５
６

❶
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
接
客
・
調
理
・

清
掃
の
業
務
）

❷
１
～
２
人

❸
時
給
９
０
０
円
～

❹
９
時
～
17
時
の
内
の
７
時
間

　

週
３
～
４
日

❺
勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❻
匠
の
聚

　

℡
０
７
４
６
‐
５
３
‐
２
３
８
１

ホ
テ
ル
杉
の
湯

貝
谷
製
麺
所

匠
の
聚

事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　

か
わ
か
み
ワ
ー
ク
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令和５年４月より「ごみの分別方法」が変わります！

　現在、大淀町・下市町・黒滝村・天川村・川上村・東吉野村の６町村で「さくら美化センター」
として令和５年10月稼働予定の新ごみ処理施設を建設中です。これに先立ち、令和５年４月１日
より新たなごみの分別方法への変更、新しい指定ごみ袋の販売を開始します。

ごみの分別方法

新しい指定ごみ袋の種類と金額

これまでの分別（７種類）
種類 内容

可燃物 生ごみ、紙くず、プラスチック等

缶 飲料缶、一斗缶、スプレー缶等

ビン 酒ビン、調味料ビン等

ペットボトル ペットボトル

不燃物 ガラス、電池、蛍光灯、陶器等

古紙 新聞、雑誌、ダンボール等

粗大ごみ 指定袋に入らない大きさのごみ

➡
令和５年４月１日からの分類（10 種類）
分類 種類 内容

可燃ごみ 燃えるごみ 生ごみ、紙くず等

資源ごみ

※資源ごみ
は種類別に
分けて出し
てください

缶 飲料、食料缶
ビン 酒ビン、調味料ビン等
ペットボトル ペットボトル
容器包装
プラスチック

容器包装プラスチック、
食品トレーなど

古紙類 新聞、雑誌、ダンボール等
古布類 古布、古着等

不燃ごみ 不燃物 ガラス、陶器類、スプレー缶
等

粗大ごみ 粗大ごみ 指定袋に入らない大きさのご
み

有害ごみ 有害ごみ 蛍光灯、電池、水銀入りの体
温計等

区分 大きさ 容量 内容

可燃ごみ 大 45ℓ 50 円／枚
小 30ℓ 33 円／枚

資源ごみ 大 45ℓ 50 円／枚
小 30ℓ 33 円／枚

不燃ごみ 大 45ℓ 50 円／枚
小 30ℓ 33 円／枚

粗大ごみ 粗大ごみ１点につき１枚貼り付け（100 円／枚）
有害ごみ 袋の指定なし（ビニール袋などに入れて出す）

・詳細については、後日配布予定のガイドブック及びかわかみテレビをご覧ください。
・新しい指定ごみ袋は、令和５年４月１日より販売予定です。（これまで同様の取扱店に加え
　大淀町などでもご購入いただけます。）
・令和５年４月以降のごみ収集日程についてはごみ収集日程カレンダーをご覧ください。
・現在使用している指定ごみ袋も引き続きご使用いただけます。
　（現在の指定ごみ袋との交換、返金は致しません。）� 【問い合わせ先】住民課　℡ 52-0111

※希望があれば地区ごとにご説明に伺います
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かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信

お彼岸のご準備 は 移動スーパー で！

灯油の配達 は かわかみＳＳ にお任せ下さい！

お花やお供え物など、お彼岸の商品もご用意します！
お気軽にご注文下さい。
【注文・問い合わせ先】

１号車担当・まつい　　℡ ０８０－１４８２－４２６４
２号車担当・やまもと　℡ ０８０－１４８２－９１９２

まだまだ乾燥しやすい時期が続いています。ストーブなどの火の元
には燃えやすいものを置かないよう、くれぐれもご注意ください。

おかげさまで、かわかみＳＳはこの4月で６周年を迎えます。
いつもご利用いただいている村民の皆さんに感謝の気持ちを込めて、

ささやかながら利益を還元させていただけるような周年祭を企画しています。
どうぞご期待ください！

【注文・問い合わせ先】　かわかみＳＳ　℡ ５２－０７１５

かわかみＳＳ６周年記念企画計画中！かわかみＳＳ６周年記念企画計画中！かわかみＳＳ６周年記念企画計画中！

国民健康保険被保険者証切り替え のお知らせ

　現在お持ちの保険証の有効期限は３月31日（金）です。
　４月１日（土）より使用できる新しい保険証を郵送（簡易書留郵便）にて世帯単位で送付しますので、忘れ
ずに切り替え（交換）をお願いします。
　有効期限が切れたまま、病院や診療所等で治療を受けた場合は、医療費が全額自己負担となりますのでご注
意ください。また古い保険証は、４月１日以降に各自で裁断するなどして廃棄するか、住民課へ返却して
ください。

発送予定日：３月17日（金）

※国民健康保険税に未納がある世帯については、切り替えのご案内の文書を送付しています。
３月16日（木）までに税金の完納がお済でない方は、住民課にて未納分の税金を完納させ
たうえで、新しい保険証の切り替えを行ってください

【問い合わせ先】　住民課　国民健康保険係　℡ ５２－０１１１
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３月は「自殺対策強化月間」です

　平成18年10月に自殺対策基本法が施行され、「個人の問題」と認識されがちであった自殺は、広
く「社会問題」と認識されるようになりました。川上村においても「いのち支えあう川上村自殺対
策計画」を策定し、誰も自殺に追い込まれることのない川上村を目指しています。
　１人ひとりが身近な人の様子を気にかけ、こころのサインに気づくことで命を守ることにつなが
ります。相談内容の秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず相談してください。

相談窓口 電話番号 相談日・時間など

奈良いのちの電話 ０７４２－３５－１０００ 　年中無休・24 時間対応

ならこころのホットライン ０７４４－４６－５５６３ 　午前 9 時～午後 4 時（平日）

ならこころのホットライン
（平日夜間・土日祝日） ０７４２－８１－８５２７ 　午後４時～午後９時（平日）

　午前９時～午後８時（土日祝）

自死遺族等支援
「よりそいの会あかり」

０７４２－３５－７２００ 　午前 10 時～午後 4 時　（火曜日）

０７４２－９３－８３９７ 　午後１時 30 分～４時 30 分（木曜日）

よりそいホットライン ０１２０－２７９－３３８ 　年中無休・24 時間対応

DV 相談＋（プラス） ０１２０－２７９－８８９ 　24 時間対応　（電話・メール）
　正午～午後 10 時（チャット）

だより

【問い合わせ先】　特養　さくら苑　　℡ 0746-32-8950
　　　　　　　　吉野広域行政組合　℡ 0746-39-9245
※�現在さくら苑では面会規制を行っております
　�面会希望の方は事前にご連絡ください

吉野広域行政組合
からのお知らせ

　暦の上では春を迎えましたが、皆さまい
かがお過ごしでしょうか？
　さくら苑では、１月初旬にコロナウイル
ス感染症のクラスターがおこり施設を閉鎖
し、２月３日に無事開放の運びとなりまし
た。その節はご利用者様並びにご家族様に
はご迷惑をお掛けしたことお詫び申し上げ
ます。また閉鎖期間中、地域の皆さまから
の暖かいご支援をいただきましたこと心よ
り感謝申し上げます。先の見えない状況は
続いておりますが少しでも地域の皆さまに
恩返しができるよう努力していきたいと考
えております。引き続きのご支援ご協力の
ほどよろしくおねがいします。
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自衛官を募集します！

　自衛官候補生（国家公務員）を募集します。
興味のある方は、下記までお問い合わせくだ
さい。
対　　象　18歳以上33歳未満の者
受　　付　�随時受付中
　　　　　(お問い合わせください)
試 験 日　受付時にお知らせします

【問い合わせ先】
自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所　
　　　　　　℡ ０７４７－２２ー３７８９

【整形外科診察日】
と　　き　４月12日（水）
受付時間　午前８時30分～11時30分
【巡回診療日】
と　　き　３月28日（火）
受付時間　午後２時～３時30分
と こ ろ　ふれあいセンター（北和田）
※受診される方は保険証をご持参ください
【問い合わせ先】　川上診療所　℡ ５２－０３４４

診療所 からのお知らせ

特　

選　

風
呂
吹
き
や
老
の
暮
ら
し
は
刻
か
け
て　
　
　
　

上
田　

一
郎（
伯
母
谷
）

　
　

評�　

多
分
男
性
の
一
人
暮
ら
し
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
の
食
事
は
人
に
頼
ら
ず
自

分
で
作
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
年
取
れ
ば
慌
て
る
こ
と
も
な
く
、
存

分
に
時
間
を
か
け
て
煮
炊
き
を
さ
れ
て
い
る
生
活
が
見
え
て
楽
し
い
。

特　

選　

水
し
ぶ
き
凍
滝
と
な
り
那
智
の
滝　
　
　
　
　
　

松
本　

全
代（
大　

滝
）

　
　

評�　

那
智
の
滝
は
、
日
本
で
も
有
数
な
水
量
で
有
名
。
多
分
滝
全
体
が
凍
て
る

こ
と
は
な
く
、付
近
に
飛
ぶ
し
ぶ
き
が
す
ぐ
に
凍
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

俳
人
と
し
て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
、
描
写
が
行
き
わ
た
っ
て
読
む
人
の
心
を

満
足
さ
せ
て
く
れ
る
句
で
あ
る
。

特　

選　

ど
ん
ど
焼
防
火
法
被
の
女
衆　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

彰
美（　

迫　

）

　
　

評�　

新
年
の
大
ど
ん
ど
は
村
中
総
出
の
行
事
で
あ
る
。
一
年
が
無
事
に
過
ご
せ

ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
そ
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
が
、
毎
年
手
伝
っ

て
い
る
作
者
も
、
女
も
男
物
の
法
被
を
着
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
一
句

で
あ
る
。
と
も
す
る
と
女
の
方
が
力
強
く
、
団
結
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

準
特
選　

冬
の
靄
川
に
沿
ひ
つ
つ
も
や
ひ
け
り　
　
　
　
　

新
子
谷
生
子（
北
和
田
）

入　

選　

枯
草
に
沿
う
て
流
る
る
水
清
し　
　
　
　
　
　
　

辻
井　

清
子（
大　

滝
）

　
　
　
　

日
脚
伸
ぶ
つ
か
ま
り
立
ち
も
覚
え
し
子　
　
　
　

前
田　

景
子（
大　

滝
）

選
者
吟　

総
代
が
左
義
長
点
火
拍
手
湧
く 

令和５年度行政相談 について

と　き　毎月第３月曜日（７・９・２月は火曜日）
　　　　午前10時～12時
ところ　役場１階　相談室
相談員　小西　都　委員（武木）
備　考　�相談は予約制ですので、事前にお電話にて

ご連絡ください
【申し込み・問い合わせ先】　

総務税務課　℡ ５２－０１１１

（川上村人権・同和問題啓発活動推進本部）

川
上
俳
句
会

森
井
美
知
代
選
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奈
良
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郡
川
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大
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迫
1
3
3
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番
地
の
7

T
E
L

0
7
4
6

－

5
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－

0
1
1
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令
和
５
年
3
月
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日
発
行
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ム
ペー

ジ
ア
ド
レ
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w
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メー
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ア
ド
レ
ス

so
um
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vill.nara-kaw
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主な内容
協
力
隊
活
動
報
告
会
　
　
　
2
・
3

源
流
分
校
改
修
　
　
　
　
　
　
　
５

む
ら
の
求
人
情
報
　
　
　
　
　
　
13

ご
み
の
分
別
方
法
　
　
　
　
　
　
14

一
、
私
た
ち
川
上
は
、
都
市
や
平
野
部
の
人
た
ち
に
も
、
川

　
　
上
の
豊
か
な
自
然
の
価
値
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
え
る
よ

　
　
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

HAPPY BIRTHDAY

２月28日現在

人口総数 1,261人 （－2人）

　 男 599人 （－2人）

　 女 662人 （±0人）

世 帯 数 751世帯 （－1世帯）

２月中の異動

転　入　1人　　転　出　2人

出　生　0人　　死　亡　1人

堀谷　月那ちゃん
（3月25日）
3　歳

つき なほり

平井　梢絵ちゃん
（3月2日）
4　歳

関谷　瑞月ちゃん
（3月20日）
4　歳

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

毎
日
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
忙
し
い
月
那
ち
ゃ
ん
♪

こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
」

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
な
梢
絵
ち
ゃ
ん
、

４
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
」

「
毎
日
み
ー
ち
ゃ
ん
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
！

パ
パ
も
マ
マ
も
大
好
き
で
す
♡
」

川
上
宣
言
は
全
部
で
５
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

毎
号
１
項
目
ず
つ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（

）

　
体
長
の
６
倍
に
も
達
す
る
長
い
産
卵

管
が
馬
の
尻
尾
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
ハ
チ
で
、
５
月
頃
に
雑
木
林

で
み
ら
れ
る
。
樹
木
の
内
部
に
坑
道
を
つ

く
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
寄
生
す
る
た
め
に

産
卵
管
が
長
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
近
年
の

研
究
か
ら
ミ
ヤ
マ
カ
ミ
キ
リ
の
蛹
が
寄
主

で
あ
る
と
判
明
し
た
。
薪
割
り
を
し
て
い

る
昆
虫
が
穿
っ
た
坑
道
に
出
会
う
こ
と
が

少
な
く
な
い
が
、
親
指
ほ
ど
の
太
さ
の
坑

道
に
出
く
わ
し
た
と
き
は
要
注
意
。
そ

れ
が
ウ
マ
ノ
オ
バ
チ
に
寄
生
さ
れ
た
ミ
ヤ

マ
カ
ミ
キ
リ
の
蛹
だ
っ
た
場
合
、
昆
虫
が

苦
手
な
人
に
ト
ラ
ウ
マ
を
植
え
付
け
る
光

景
が
眼
前
に
広
が
る
。

ウ
マ
ノ
オ
バ
チ

たに ひら せき や み ずきい こず え
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